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SUPER GT 第7戦 オートポリス

10月19日 天候：曇り コースコンディション：ドライ

10月18日・19日に大分県・オートポリスで、SUPER GT第7戦「AUTOPOLIS GT 3 Hours RACE」が開催され
ている。18日の予選は、時折降ってくる大粒の雨に翻弄されたが、終了後には回復。しかし、夜半になって再び雨
が降り出した。朝には止んだものの、午前中はまだ所々にウェットパッチが残るコンディションとなった。前線が
本州南に停滞し、気圧の谷の影響でサーキットのあるエリアは午後に雨の予報が出ていた。
ウォームアップ走行が始まる11時40分には、路面は完全に乾き、気温20度、路面温度27度というコンディショ

ンで20分間行われた。ベルトラン・バゲット選手が最初にドライブし、計測2周目に1分37秒503のタイムをマー
クして3番手に上がる。結局このセッションは11周を走行し、6番手で終えた。13時10分にパレードラップがス
タート。気温22度、路面温度25度というコンディションで、どんよりとした曇り空。5番手で1コーナーに入った
バゲット選手だったが、前方の1台がスピン。これで4位に浮上した。しかしこの時の接触により、ドライブスルー
ペナルティが課され、大きく順位を落とす。その後、バゲット選手はハイペースでラップを重ねて追い上げ、9位
までポジションを上げたところで33周目にピットインし、平峰一貴選手に交代。平峰選手もハイペースで周回を重
ね、残り1時間強の時点でFCYが出る混乱が起こり、その直後に周囲が続々とピットインする中を走り続けてトップ
に浮上。その後、70周目にピットイン。残り54分。ドライバーはそのまま平峰選手が続行し、12位でコースに
戻ってゴールを目指す。雨は最後まで降らず、ラスト10分の時点で1つ順位を上げ、11位でゴールした。

【 コメント 】
■TRS IMPUL with SDG 平峰一貴選手
今日のレースは、もったいないけど仕方ないですね。これもレースです。ただ、外からのアングルと車内からのアングルでは見え方が違うので、
両方を確認しましたが、車内から見ると全然バゲット選手は悪いとは思いません。その後は自分もポイント圏内に戻ろうと思っていろいろ
トライして頑張ってみたのですが、なかなかあと一歩届かなかったので、そこはチームに申し訳ないと感じています。次戦に向けて、もういろ
いろと吹っ切って頑張ります！

■TRS IMPUL with SDG ベルトラン・バゲット選手
僕たちのレースは、スタート直後の1コーナーでほとんど終わってしまいました。#37 大湯都史樹選手はターン3に向かってアウト側いっぱ
いを走っていて、3ワイドで進もうとしていました。でもそれが無理だと分かると、今度はアウト側でブレーキを踏んでから、いきなりイン側に
切り込んできて、コースを完全に横切ったんです。そのとき、僕はすでにそこにいました。彼が来るのは見えていました。でも、僕は魔法使
いじゃないから、そこから消えるわけにもいかない。自分のラインのまま縁石の上を走っていたら、彼が完全にぶつかってきました。そして僕
がペナルティを受けました。そこからレースは一気に苦しくなりました。ペース的にはトップ5を狙えるくらい良かったと思いますが、ドライブス
ルーペナルティを受けたら、もう良い結果は出せません。それでもレース中のペースは悪くなかったし、勝てるほどではなかったかもしれません
が、トップ5には入れたと思います。やっぱりあのドライブスルーが痛かった。僕がミスしたときは、もちろんぶつけた相手には謝ります。でも今
日の場合、レースの1周目にあんなふうにトラックを横切るなんて、他に誰もいないとでも思ったんでしょうか？ 理解できません。しかもそ
の上で、僕のほうがペナルティを受けるなんて……本当に残念です。チームに申し訳ない気持ちです。次はもっといいレースをします。あり
がとう！

■TRS IMPUL with SDG 星野一樹監督
スタート直後のあのターン1のアクシデントは、まったくもってバゲット選手は悪くなくて、向こうが切り込んできたから当たっただけなのに、こち
らが突っ込んだようなジャッジになってしまったのは、ちょっと受け止めにくいですね。バゲット選手は、あそこにいただけなんですよ。イン側に。
それ以上避けようがなかった。だから、あれはまったく理解できないですね。あれでペナルティになったら、レースはできません。それでレース
は失ってしまいましたが、その後のペースはすごく良くて、二人とも本当に頑張ってくれました。あのままの順位だったら、かなりいいところまで
行けたと思います。ペナルティで失ったのが1分2〜3秒。最終的なトップとのタイム差が1分4秒だから、ペナルティがなければ、どんなに悪
くても表彰台には上れたはずです。本当に残念で、納得のいかないレースとなってしまいました。
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